
（別紙３）

～ 令和　８年　２月　１３日

（対象者数） 15家庭（児童数19名分） （回答者数）
14家庭（児童数16名分）

～ 令和　８年　２月　１３日

（対象者数） ７名 （回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2 要望があれば支援の場を増やしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
要望があれば賃貸管理者との相談の上、手すりなどの設置を

検討していく。

2
環境的に難しい面も多いが、今後は主催側として開催できる

機会を検討していく。

3

職員が多い

自発管以外の現場職員を常時５～６名配置し、個別から小集団

様々な対応ができるようにしている。職員を多く配置すること

によって急な休みがあっても対応できる体制を整えている。

利用者家族、事業所職員にとっても相談できる場がある
外部協力者（心理士、言語聴覚士）による相談支援の場を設け

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所のバリアフリー化
賃貸物件であることや建築構造上の問題から完全バリアフリー

化が困難な状況。

地域行事（地域交流）にあまり参加できないこと
基本的に事業所が土日祝日お休みのため、土曜日によく開催さ

れる地域交流の場に参加できないことが多い。

令和　８年　２月　２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　２月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　リアン

○保護者評価実施期間
令和　８年　１月　２１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


